
写そう 残そう 
私の広島

２０２５ 未来につなぐ
広島の風景

令和7年（2025年）10月15日（水）～
令和8年（2026年）   7月31日（金）まで

募 集 期 間（郵送の場合消印有効）写真
募集

主催/広島市（都市整備局都市計画課都市デザイン係）
協賛/グランドプリンスホテル広島、株式会社SAEDA、ビックカメラ広島駅前店、広島東洋カープ、株式会社エディオン、株式会社ＪＴＢ広島支店（敬称略、順不同）
応募・問い合わせ先/広島市都市整備局都市計画課都市デザイン係　〒730-8586 広島市中区国泰寺町一丁目6番34号　TEL:082-504-2277

広島駅前店

ホームページは
こちら

11月23日（日）
景観シンポジウム開催
審査委員 藤岡 亜弥氏（写真家） が講演します!

こちらもCheck!



写そう 残そう 私の広島 2025

応 募 用 紙（コピーして使っていただいても構いません。）
説明文（100字以内、詩歌でも可）

アンケート（この企画を何で知りましたか。）
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（例）「◯◯◯から見た◯◯◯」

@
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□フィルムカメラ
□デジタルカメラ
□スマートフォン等

□市の広報誌から　□市のホームページから　□景観シンポジウムから　□このチラシを見て　
□家族・友人から聞いて　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

被爆８０周年記念事業

広島市では、これまで被爆５０周年から、１０年を節目に写真集を作成し
ており、今年被爆８０周年を迎えたことから、改めて被爆による廃墟から復
興した広島固有の景観の魅力を再発見・再認識し、後世に確実に継承して
いくことで、将来に向けた「広島らしさ」を感じるまちづくりにつなげること
を目的に、写真集「写そう残そう私の広島２０２５」を作成することとしてい
ます。
ついては、この写真集に掲載するため、広島の景観について、市民の皆さ
んがそれぞれの思いを込めて撮影した写真を募集します。

1.応募写真のテーマ
「未来につなぐ広島の風景」
広島らしさを感じる景観として、
・平和を感じる景観　・歴史や文化を感じる景観
・季節の彩りや自然を感じる景観　
・街並みの変化を感じる景観　・復興を感じる景観　
・人の営みを感じる景観
・にぎわいやおもてなしの心を感じる景観
など自由に応募することができます。

2.応募資格
制限はありません。

3.募集期間
令和７年（２０２５年）１０月１５日（水）から令和８年（２０２６年）７月３１日（金）まで
※郵送の場合消印有効

4.応募方法
プリントした写真と応募用紙を郵送又は持参してください。
（電子データによる応募は不可）

5.応募点数
一人10点以内

6.写真の規格等

7.応募用紙　次の事項を応募用紙に記入してください。
①住所　②氏名（ふりがな）　③年齢
④連絡先（電話番号及びメールアドレス）　⑤タイトル
⑥説明文（１００字以内、詩歌等でも可）
⑦撮影場所（例:〇〇〇から見た〇〇〇）　⑧撮影年月日
⑨撮影したカメラの種類（フィルムカメラ、デジタルカメラ、スマートフォン等）
⑩アンケート（この企画を何で知りましたか。）

8.応募に当たっての注意事項
⑴ 本人が撮影した未発表写真とし、他との二重応募は禁止します。
⑵ 応募写真は、返却しません。
⑶ 受賞作品の版権は広島市に帰属し、市の出版物や市の広報活動等に広く使用
する場合があります。

⑷ 受賞写真のネガフィルム、デジタルデータは、写真集作成等のため一時借用
します。

⑸ 次の写真の応募は認めません。
・合成や画像内容の改変など加工を施した写真
・肖像権の侵害など、人権侵害や名誉毀損のおそれのある写真

⑹ 禁止事項に抵触していた場合、受賞決定後であっても受賞を取り消し、副賞等
の返還請求を行う場合があります。

9.賞　次の賞を設け、受賞者には賞状、写真集及び副賞を贈呈します。

10.選考 広島市ひろしま街づくりデザイン賞受賞者選考審議会で選考します。（委員：12名）
広島市ひろしま街づくりデザイン賞受賞者選考審議会委員（写真賞）
田中　貴宏（広島大学大学院 教授）
真木　利江（広島女学院大学 教授）
市川　尚紀（近畿大学 教授）
山本　恵由美（特定非営利活動法人もりメイト俱楽部Hiroshima 理事長）
高松　雅子（特定非営利活動法人緑の風景 理事長）
松川　太一（広島修道大学 准教授）
藤江　竜太郎（広島市立大学 准教授）
柏尾　浩一郎（色彩生活コーポレーション株式会社 代表取締役）
重藤　吉久（市民委員）
岩崎　翔太（市民委員）
藤岡　亜弥（写真家）
荒木　肇（株式会社中国新聞社編集局報道センター映像担当 部長）

11.表彰
令和８年（２０２６年）１２月頃に受賞者に直接通知し、表彰を行います。

12.個人情報保護
応募者から得た個人情報は、広島市個人情報保護条例に基づき、被爆周年記念
事業の写真集作成・運営のためのみに使用し、目的外には使用しません。

規格

撮影方法

撮影場所
撮影時期

・カラー、白黒いずれも可
・プリントサイズは、六つ切り又はＡ４
・組写真は４枚まで
（六つ切り又はＡ４にレイアウトしたものとすること）
フィルムカメラ、デジタルカメラ、スマートフォン等のいずれかで撮影し
たもの

広島市内を撮った写真
令和6年（２０２４年）７月から令和８年（２０２６年）７月まで

１

４

１２程度

100～200程度 ー

グランプリ

準グランプリ

審査委員賞

入選

賞 点数 副賞

ホテルペア宿泊券（グランドプリンスホテル広島）又は
デジタルフォトフレーム（株式会社SAEDA）

インスタントカメラ（ビックカメラ広島駅前店、株式会社
エディオン）又はJTBギフトカード（株式会社ＪＴＢ広島
支店）又はノベルティグッズ（広島東洋カープ）

応募・お問い合わせ先

写真の応募要領

広島市 都市整備局 都市計画課 都市デザイン係
〒730-8586　広島市中区国泰寺町一丁目6番34号　TEL:082-504-2277　FAX:082-504-2512　E-mail:urban-d@city.hiroshima.lg.jp
※応募用紙は、広島市ホームページ（URL: https://www.city.hiroshima.lg.jp/）の「写そう残そう私の広島2025」からもダウンロードできます。

「写真界の芥川賞」と呼ばれる木村伊兵衛写真賞など数々の受
賞歴がある写真家の藤岡亜弥氏に「写そう残そう私の広島
2025」審査委員と景観シンポジウムの基調講演を同時に務め
ていただきます !!

写真家 藤岡 亜弥 氏

Administrator
長方形


